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 資生堂は、1872 年（明治五年）に、海軍病院薬局長をつとめた福原有信氏が、日本初の「洋

風調剤薬局」を東京・銀座に開業したのが始まりである。「資生堂」という社名は、儒教の理

論書『易経』の一節からとったと言われている。「至哉坤元 万物資生」－“地の徳は何とす

ぐれているのだ、万物はこれをもとに生まれる”。東洋思想に由来するこの社名は「東西文化

の交流の中に“新しい価値の創造”を求めようとする有信氏の理想を表したもの」である。 10 

資生堂が現在の化粧品に力を注ぐようになるのは、1915 年（大正四年）のことであった。薬

品中心の経営から化粧品へと事業を転換した。以後は、化粧品メーカーに専念していくこと

になる。この頃、経営者は福原有信氏から息子の福原信三氏（福原義春氏の叔父にあたる）

へと継承されている。   

また、この時期に一連の販売組織も確立されていった。この組織を手がけたのは、後に社15 

長となる松本昇氏である。松本氏が営業を、信三氏は製品開発と広告を担当するという二人

三脚体制が出来上がった。その中で、1923 年（大正十二年）の資生堂「チェインストア制度」

を手始めに、1927 年（昭和二年）には「販売会社制度」、そして 1937 年に、メーカーと消

費者を結ぶ組織としての「資生堂花椿会」を発足させている。 こうして資生堂は「チェイン

ストア」と「販売会社」を両輪として、メーカーから消費者までの一貫した販売組織を確立20 

していったのである。今でこそこのシステムは各社で実施されているが、戦前にこのような

                                                  
  このケースは、巻末に示す文献とインタビューをもとに、慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授高木晴夫の指導のも

と、同修士課程 M25 期生の丹徹也が編集して作成した。クラス討議の資料とするもので、経営及びリーダーシップの適

否を例示しようとするものではない。 


